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１０月聖句 （讃美歌 ちいさいひつじが） 

『 どんなことにも感謝しなさい。』 (テサロニケ信徒への手紙① ５章１６節) 

＜巻頭言＞ 子ども達にとって自然体験がとても大切！             園長 小山哲夫 

９月２５日、沙留漁業組合のご協力で、今年も鱒の採卵・受精体験をさ

せて頂きました。子ども達は、鱒が放流されてから３年たって興部の川に

戻ってきたこと、お父さん鱒とお母さん鱒の魚体の違い、そして、お母さ

ん鱒の卵はお父さん鱒の命の水（精子）

と一緒になり、川の水に触れると赤ちゃ

ん鱒が生まれることの説明を真剣な眼

差しで聞いていました。 

そして、写真のように園児全員がお母

さん鱒のお腹を押して、採卵を体験しま

した。昨年まで採卵を経験している年長・年中児も、たくさんの卵が飛び

出す命の神秘を、目を輝かせて体験していました。採卵後に漁組の方がお

父さん鱒の精子をかけて受精卵になり、来年の５月

末まで、廊下の水槽で飼育します。水の管理が大変ですが、童史先生に頑張ってもら

います。 

その後、ホールで別の鱒のお腹を開き、人間と同じ赤い血が流れること、同じよ

うに心臓などの内臓があることを確認しました。お腹を開くと赤い血が流れ、「か

わいそう・・」とあちこちから声が聞こえてきました。この鱒はふりかけに調理

し、週末にみんなのご飯のおかずになること、魚などの命が私たちの命を支えてく

れている事、私たちも命を守り支え合うことの大切さを考えながらの体験でした。

そして、全園児が鱒を近くで見て、触りながら観

察画を描きました。体験直後の絵には、いつもに

も増して命と触れ合う心が表現されているように感じます。 

翌日、すぐそばの興部川に鱒の遡上も観察しました。とてもたくさん

の鱒が上流を目指して泳いでいるのを間近に見て、こどもたちは「がん

ばってー」と声をかけていました。昨日の採卵体験等で鱒の気持ちに寄

り添って生まれた優しさあふれる声だと感じ、嬉しくなりました。 

ハイハイから掴まり立ち、歩けるようになった子どもにとって、外の

世界は魅力的なものです。その時期から長時間、スマホやテレビを見せ

ておくと幼児期には外遊びの魅力を感じなくなる可能性もあります。本物の情報は自分が目で見て体験し

たことでなければわかりません。子どもたちに必要なのは膨大な情報ではなく、生きていく上で必要な実

体験です。人間は自分が実際に目で見て触れて感じたものや味わったもの、実経験を重ねることで判断力

や決断力を身に着けて育つことができます。 

幼児期に自然体験することで様々な知識を身につけていきます。自然の土や岩場、草むらを歩くことで

身のこなし方、バランス感覚も養われます。そして、「命の大切さ」「社会で生き抜く力」「五感が研ぎ

澄まされ感受性」「自然に対しての畏敬の念」が養われていきます。これらは、乳幼児期を過ぎると獲得

するのがとても難しくなります。乳幼児期に体験しているからこそ、自然は自分もその一部だということ

を意識できるようになり、子どもが自主的に考えて行動する心は、その

自然の中で遊ぶことで培われていきます。 

言われたことをそのまま信じる、覚えることで「成績が良い子」に育

つかも知れませんが、本当の意味での生きる力を持つ子には育ちませ

ん。「知る」ことは「感じる」ことの半分も重要ではありません（レイ

チェル・カーソン）。むしろ子どもが知りたがるような道を、私たち大

人が切り開くことが、今本当に大切になっています。今年の採卵体験も

子ども達の未来を切り開く体験になったことを感謝します。 



１０月行事予定 

＜お知らせ＞ 

1、図書館訪問について 

今年も図書に親しみ、公共施設のマナーを身に付ける為に、以下のように図書館を訪問します。 

     １０/４（木）ちゅうりっぷ・ひまわり １０/５（金）つくし・たんぽぽ 

    訪問した日に園児が本を借りて持ち帰ります。返却期限までに親子で興部町図書館にお返し下さい。 

  ※幼稚園図書コーナー（ホール）にも沢山の良い絵本があります。少しでも絵本に親しんでもらうよ

うに、貸し出しをしています。ご希望の方は保育後に子どもと一緒に選んでご利用ください。 

２、フッ素塗布第２回目 １０月１６日（火） 雄武町在住園児も塗布できます。 

  興部町の乳幼児フッ素塗布事業（無料）の本年度２回目です。興部町以外の方も塗布を受けられます。

アンケートで希望者を募りますので、後日配布するアンケート用紙に記入して幼稚園に申し込み、塗

布当日に母子手帳を持たせてください。 

４、はまなす幼稚園「世界食料ＤＡＹ」 １０月１２日（金）お弁当はいりません  

  ☆世界食料を考える学習 ビデオで貧困に苦しむ国の様子を見て、世界の食糧について考えます。 

  ☆昼食はおにぎり（塩だけ）を園児が作って食べます。 

   少しでも食べ物に苦しむ人達の心が理解できるように、質素なおにぎり昼食を体験します。 

☆世界食料ＤＡＹの募金にご協力下さい。１２日に持たせて下さい 

日本で１食を節約して募金すると、飢餓に苦しむ国の人々は約一ヵ月間も食事ができます。できる

範囲の募金で結構です。子ども達と相談してご協力下さい。日本国際飢餓対策機構に送金します。 

５、子育てを語る会 １０月１８日（木） 

   午前１０時～１１時３０分頃（場所：はこぶねハウス） 

   ☆テーマ 「五感を育む自然体験の重要性」 

   巻頭言でも書きましたが、幼児期にこそ豊かな自然体験が必要です。知能ではなく生きる力の根幹

が育まれます。もう一度、自然とのかかわり方を考えてみましょう。子育てに必要なポイントも随時

考えます。幼稚園父母以外でも参加できます。多数ご参加下さい。子どもの成長が気になる場合は、

是非参加してご相談下さい。お願いします。 

６、ＰＴＡ秋の園舎清掃について １０月１６日（月）１０：３０～１１：３０ 

  窓ガラス拭き他を園児と一緒に行います。雑巾をご持参願います（ご寄付いただけると感謝です。） 

☆保育参観は、１０：００～１０：３０ にお子さんの様子をご覧下さい。 

７、１０月お誕生会は、「畑の野菜の料理：シチュー」を食べます。 

お弁当は少なめのお弁当とデザートを持たせて下さい。食べられない場合は、担任に連絡してくだ

さい。 

８、＜お願い＞ 子ども達の遊び方・言葉が乱暴になってきています。ご注意ください！ 
こどもたちの一方的な話し方、乱暴な言葉使いが目立っています。テレビ・ビデオ・メディアの試

聴時間が１時間延びるごとに、７歳で注意欠陥障碍と診断される可能性が１０％高まります。幼児が

テレビの場面やキャラクターの真似ばかりしている時は要注意です。 

≪教職員を募集しています≫ 

来年度の教職員を募集しています。興部保育所職員も補充しなければな

らず、採用者が決まらなければ、とても大変な状況となります。各大学他

に公募しましたが応募がありません。是非、お知り合いの方、関係者に知

らせていただき、興部町の幼児教育のためにご協力ください。     以上 

１日（月）あそびんこクラブ 
４日（木）図書館訪問（年中・年長）交通安全 
５日（金）図書館訪問（満３・年少）交通安全 
６日（土）土曜休園 

  ９日（月）休日 体育の日 
１２日（金）世界食料ＤＡＹ（おにぎりの日） 
１３日（土）土曜休園 
１５日（月）保育参観・ＰＴＡ秋の園舎清掃 
１６日（火）歯牙健診・フッ素塗布第２回目 

１８日（木）子育てを語る会 
１９日（金）防災訓練・秋の防災映画観賞 
２０日（土）土曜休園 
２２日（月）あそびんこクラブ 
２６日（金）興部中学１年生 幼稚園体験学習 
２７日（土）土曜休園） 
２９日（月）あそびんこクラブ 
３０日（火）１０月お誕生会（畑の野菜調理） 
３１日（火）月末統計 


